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左記の5つのまちづくりテーマに基づく2025年度の重点的な取り組みを紹介します

　2月13日の市議会本会議で、鈴木市長は2025年度の市政運営の方針について説明しまし
た。この中で、2025年は市制施行85周年、戦後80年という節目の年であり、改めて歴史や伝
統を未来へと引き継ぐ決意とともに、一人一人に光をあて、市民が多様な幸せを実感できる
よう市政を進めることを表明しました。
　また、先行きが不透明な社会情勢に柔軟に対応するため、多様な主体との連携を強固にし
て、魅力と活力のある藤沢らしい地域社会の構築を目指す考えを示しました。その実現に向
け、組織体制の整備や人材育成を進め、行財政改革や課題解決に率先して取り組みます。

2025年度の市政運営の方針

安全で安心なまちをつくる
★��津波避難施設の整備を継続、下水道施設および管路の耐震化を推進
★�防災行政無線の基地局および操作卓を更新し、音質の向上やアプリなどへ情報を同時配信する機能を付加
★�2000年基準を満たさない木造住宅の耐震工事などに補助対象を拡充
★�土砂災害警戒区域等に位置する公園や市有山林の法

のり
面防護工事を実施

★�浸水被害の軽減のため、一色川・小糸川の護岸改修、用田1号水路の浸水対策を実施
★�消防体制の充実のため、御幣下公園に耐震性防火水槽を設置
★�防犯対策として、自治会・町内会による防犯カメラの設置や修繕にかかる費用の補助、迷惑電話防止機能付電話機など
の購入補助を継続
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誰もが、豊かに生活し、支えあう社会をつくる
★�介護支援専門員の人材確保のため復職時に必要となる研修受講料の助成を新たに実施するほか、介護職員などの負担軽
減や業務効率化を支援
★�ケアラーの支援に関する条例に基づき、必要な施策の検討や啓発事業を実施
★�がん患者のウィッグ・胸部補整具購入費等助成事業を継続するなど、療養生活を支援
★�帯状疱

ほう
疹
しん
ワクチンの定期予防接種を新たに実施

★�村岡市民センターの改築工事、鵠沼市民センターの再整備に向けた基本・実施設計を実施
★�片瀬地区における地域の魅力発信や地域住民のコミュニケーションを強化する事業など、各地区でまちづくり事業を実施
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笑顔と元気あふれる子どもたちを育てる
★�中学校給食の供給体制を確保するため、学校給食センターの整備を検討
★�小・中学校の屋内運動場に空調設備の設置を推進
★�妊婦健康診査の費用補助を増額、産後ケア（宿泊型）の利用者自己負担額を軽減
★�第二子以降の保育料負担を軽減、一時預かり保育の実施施設を鵠沼地区に拡充、手ぶらで保育所に登園できる環境整備
への補助
★�子ども・若者がこども施策に対して意見表明でき、その反映が図られる仕組みを構築
★�市内5カ所すべての児童館でランドセル来館を実施するなど、放課後における安全で安心な居場所を確保
★�少年の森の再整備基本計画および運営・維持管理計画を策定

3

都市の機能と活力を高める
★�藤沢駅周辺地区の再整備について、橋上改札の一部供用開始に向けた整備、南口駅前広場の再整備に向けた先行整備を実施
★�村岡新駅周辺地区の整備について、新駅設置工事などに本格的に着手
★�健康と文化の森地区について、「まちづくりガイドライン」などを策定
★�市道147号線（高倉下長後線）をはじめとする道路の計画的な整備
★�大規模住宅団地の活性化を図るため、主体的にまちづくりを担う人材の発掘・育成事業を実施
★�市内企業の支援のため、健康経営優良法人認定取得にかかる費用補助、商店街の街路灯や防犯カメラの設置補助などを実施
★�持続可能な農業の実現を目指し、ビニールハウスフィルム張り替えなどを支援
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未来を見据えてみんなで進める
★�市内の脱炭素化を図るため、地球温暖化対策に関する設備の導入補助や、ふじさわ省エネチャレンジなどの事業を実施
★�高齢者などの市民や自治会・町内会の負担軽減を目的に、資源を含む全品目戸別収集を一部区域で試行
★�デジタルプラットフォームの拡充、子どもを対象としたプログラミング講座の実施など、デジタル市役所・スマートシ
ティの取り組みを推進
★�生活・文化拠点（市民会館など）の再整備に向けた管理・運営計画の策定及び基本設計などを実施
★�東京2025デフリンピック開催関連事業として、大会の周知啓発、本市で事前キャンプを行うポルトガル共和国との交流
を実施　
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